歴史認識は共有できるのか？
無理な話です
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　歴史上の事実・事象。「あったこと。起こったこと」についてはそれが真実であれば、その真実について共通の認識を持つことができましょう。中国や韓国が我が国に迫る歴史認識はそのようなことではありません。

　事実・事象をどう考えるかと言う、思考や評価について、彼らが言うこと、思っていること、信じていることを日本人に強要することです。ものごとの見かた、考え方は百人百様、それを一つにすることなどスターリンや毛沢東の共産主義独裁国家ならともかく、思考や思想の自由が保証される近代国家の国民にはとても出来ないことです。

　国家間では尚更、国益が絡むだけに無理な話です。先日産経新聞に「歴史教科書の大ウソ」と題するコラムで、昭和十二年七月の盧溝橋事件を「北京郊外での日中両軍の衝突によって日本と中国が全面戦争状態に入った」との教科書の記述を紹介し、本当にそうだろうかと疑問を呈します。その十日後には中国側が遺憾の意を表し停戦が成立。その中国軍の顧問は日本軍の少佐です。誰もが本格的な全面戦争とは思ってもないことでした。

　その後、八月には第二次上海事件が起こります。何故。今や通説ですが、日本軍と蒋介石軍を戦わせ中国共産党を利する動きがありました。コミンテルンです。その工作の浸透は今も続きます。加えて戦後の占領政策。就中、憲法と東京裁判史観は日本を蝕んでいます。定義曖昧な「侵略」。日本の事情は考慮外で、外国が言うから「侵略」ですか。

　中国や朝鮮などの言い分。例を挙げれば南京事件。二十五万人の街で日本軍が三十万人を虐殺した。東京裁判で初めて世に出てきました。南京地域での戦闘経験から「でっち上げだ」と言った法務大臣の首が飛びました。又、従軍慰安婦も日本になかった言葉です。朝日新聞が突然報じました。当時、売春は違法ではなく街には遊郭もありました。朝鮮人の女衒が娘を連れていったことが、このように伝わり、今、日本大使館の前に碑を建てると騒ぎます。在日問題は従軍慰安婦と同様に、強制連行されたと言いますが、内鮮一体、朝鮮人も日本人でした。向こうから、沢山の人が仕事を求めてやって来ました。私の国民学校のクラスにも二人いましたが、喧嘩をすると先生に叱られるのは日本人でした。昭和五十一年、アメリカはカンサス。「私らも臣民よ。天皇誕生日のパーティーに何故呼ばぬ」と朝鮮人のお婆さんの抗議を受けました。

　竹島は日本の主権回復の隙間に李承晩大統領が自国領と主張し、日本からの国際司法裁判所への提訴も受けません。韓国の言い分が国際的には通らないことを自らも知っているからです。尖閣も海洋資源と東シナ海の制海を狙っての中国の何等の正当性なき強弁です。歴史にからめれば反論しない。それが戦後日本の習性だと彼らは思っています。日本軍は残虐だと言い、日本軍がやったとして女性の乳房を切ったり妊婦の腹を裂いたりした絵を見せられたことがありましょう。もっともっとひどい残忍な暴虐や凌辱がシナ兵によって在留日本人に加えられ、多数の同朋が虐殺された例があります。済南で又通州で。中国が言う例の残虐絵は実は日本人が受けた無残な姿だとの指摘があります。ウソも百回言えば本当になる。彼らは言い募ります。

　間違ったことを黙って受け入れるほど不道徳なことはありません。正しき知識に基づく強い信念があれば、宣伝に乗ることはありません。さる外国人は日本人には自分の国の過去・現在・将来をネガティブに、言う人が多いのに驚くと。戦後の歪がここにあります。
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